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海住山寺蔵『 ［相生の松］ 』解説ならびに翻刻
高橋秀城
本稿では、真言宗智山派海住山寺（京都府木津川市加茂町）に所蔵される『 〔相生
の松〕 』 （巻子本、一巻）の全文翻刻を行う。海住山寺蔵『 〔相生の松〕 』は、美しい装丁の巻子本で、金泥に下絵が描かれ、紙背には金箔が散らされている。保存状態も良く絵画も残されている。未紹介の資料であり、広く学界に紹介する意義は大きい。
海住山寺蔵『 〔相生の松〕 』の書誌的事項を記せば以下の通り。海住山寺蔵 『 〔相生の松〕 』 。 絵巻、 一軸。 紺地金糸模様布表紙に、 金茶色の見返 （三二・五
糎×二一・五糎） 。淡黄色の鳥の 紙を料紙に用いた美しい装訂の巻子本（軸は紫檀軸頭軸） 。金泥にて下絵（草木）を描く 毎葉二十二行程度、毎行十八字内外。 文は漢字平仮名交じり文。江戸時代中期の製作と思われる。表紙の左肩に金地の貼題箋のみが貼られている。内題、奥書なし。紙背は白地に金箔が散らしてある。収められている木箱の蓋表に「住吉之絵巻物
　
一巻」 、 箱の蓋裏に「住吉の絵巻物／隆範蔵〔印記〕
／海住山寺蔵付了」と墨書直書あり（印記は朱方印陽刻「隆範」 （一・一糎×一・一糎）＊佐伯隆範（一八四九～一九〇五） ） 。全二十二紙 本文十六紙、絵六 ）が継がれており、各紙の寸法（二紙目以下紙幅のみ）は、一紙（三二・五糎×四六・八糎 、二紙（四九・三） 、 三紙（絵Ⅰ、 四九・五） 、 四紙（四九・一） 、 五紙（四九・〇） 、 六紙（二四・三） 、 七紙（絵Ⅱ、 四九・三） 、 八紙（四 ・〇 、 九紙（四九・三） 、 十紙（四八・五） 、 十 紙（絵Ⅲ、四九・八） 十二 （四九・〇） 、十三紙（一七・八） 、十四紙（絵Ⅳ 四八・ ） 十五紙（四九・〇） 、十六紙（三〇・三） 、十七紙（絵Ⅴ、四九・七） 、十八紙（四八・一） 、十九紙（四八・七） 、二十紙（絵Ⅵ、九三・一） 、 十一紙（四 ・〇 二十二 （二六・二となっている。所々、裏打補修が施されている。
海住山寺蔵『 〔相生の松〕 』が収められている箱の蓋表には、 「住吉之絵巻物
　
一巻」
と墨書されているものの、巻子本には題箋を付すのみで外題はなく、本文の巻頭には
内題も記されていない。従来、この箱の表書きの記載から、鎌倉時代前期に成立したとされる擬古物語『住吉物語』を絵画化した『住吉物語絵巻』ではないかと目されていた。しかしこの度、幸いにも閲覧する機会を得て内容を確認したところ、お伽草子『相生の松』 （絵巻）の一伝本であることが確認された。
お伽草子「相生の松」は、別名を「松ヶ枝姫物語」とも呼ばれ、祝儀物・仙境譚・
縁起物に分類されてい 。その話の概要は以下のようなも である。
この世で特に素晴らしいのは松である。昔、播磨の国高砂の浦に松ヶ枝姫という姫
君がいて、摂津の国住吉の里に松高彦という神がいた。あ 時、松高彦は、風の響きに誘われて播磨の国に辿り着き、松ヶ枝姫に一夜の仮の宿 求めた。 ヶ枝姫は、ここが仙境であることを告げ、ここに留まり夫婦 なってほしいと願 。松高彦は二本の松を植えて住吉に帰り、その後も変わらずに松ヶ枝姫のもとに通い続けた。やがて夫婦は年齢を重ねて白髪となったが、松 下で音楽を奏でると、忽ちに若返っ という。ついに夫婦の神は飛仙となって天に昇り、二人の契りはそのまま松 残された国はいよいよ栄え、民は目出度い例証として「相生の 」と名づけた である。
これまで『相生の松』の伝本としては、①天理大学附属天理図書館蔵『松ヶ枝姫物
語（仮題） 』 、②藤井隆蔵『松たか彦物語』 、③赤木文庫蔵『相生の松』 ④海の見える杜美術館蔵（旧・王舎城美術宝物館） 『相生の松』 ⑤板坂則子蔵『相生 松』の五本が知られるのみであった。今回 こ 紹介す 海住山寺本は、善本と思われる③と同様に錯簡もなく、本文も整っている。③に 若干の脱文も見られる と ら、 れを補完するものとしても期待される。
また海住山寺本には、美しい絵画（六枚）も描かれている。試みに海住山寺本と他
の④⑤の絵画を比較したところ、海住山寺本の人物描写は他 伝本よりも より異国
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二
風の書きぶりとなっていることが確認された。これは『相生の松』の舞台である住吉と高砂が、日本における仙境であるとの場面設定によるものだが、顔の表情や服装、草木の様子など、全てにおい 唐風の雰囲気を漂わせてい 。海住山寺本 絵画は、④よりも⑤に近い構図に見受けられ、海住山寺本と⑤の絵師が参考とした何らかの絵画の存在も想起されよう。ただし、例えば最終図（絵Ⅵ） 「舞楽の場面」についてみると、舞人の人数や服装が海住山寺本では他 伝本と異なっている。今後、舞人の服装や編成などを検討することで、舞楽の曲名も明らかになるかもしれない。『相生の松』の伝本は極めて少ない。お伽草子『相生の松』の成立と需要、享受の在り方などを探る上においても、海住山寺蔵本が見出されたこ 意義は大き 内容については別稿に譲り、本稿では海住山寺蔵『 〔相生の松〕 』の全文を翻刻す
＊
。
＊
　
本稿と関連するものとして以下のものを用意している。拙稿「海住山寺蔵『〔相生の松〕』（絵巻）について」（「智山学報」第六十二輯、平成二十五年三月発行予定）。
〈付記〉貴重な蔵書の閲覧、掲載を御許可いただき、種々御教示を賜りました海住山寺御住
職佐脇貞憲様に心より御礼申し上げます。
また本稿は、智山勧学会奨励研究助成（共同研究）の成果の一部である。【凡例】翻刻にあたっては次のような方針によった。一、底本は、海住山寺蔵『 〔相生 松〕 』である。一、行移りは底本の まとした。一、漢字は原則として通行の字体に改めた。一、紙継ぎは」をもって示し、 「１紙」のよう 紙数を記した。ま 、 絵画箇所は（絵
Ⅰ）のように示した。
【翻刻】それむかしか今にいたるまてめてたきためしとする事はさま〳〵おほきその
中にもかのひな鶴のすたちては千とせをた つことふきをしめし又いけのかめのうかひあらはれてよろつ代の久しきかけをうつすとかやされともことにめたきふゆのあらしのさむきよやはけき霜にいろ へぬ松こそめてたかりけれかゝる事 こそちやう い殿のに のまへにはあねはの松をうつし へふらうもんのとひらのうち は姫小松こそおひそめけれとをくもろこしをたつぬれは赤松子といふせん人 松の をしよくしていのちをたもつにはかりなくさてわかて いにしへするかのみほのまつ原 とこ からなるれいち して天人こゝにあまく りなつともつきし えいしけん君をい ふ千秋の るや木すゑに よふら し るに
　　　　　　　　　　　　　　　
」１紙
世の中のさうもくのしなはさま〳〵わかれてそ 名はかはれともおとこ女のみちありてちきりはつきぬ事そかれんりのえた へたてなくねはふうへ野のつほすみれ えぬな けはありいへとあひおひの名をあらはしてめてたきことにつたへたるははりまのくにたさこのうら ま かえひめと かほかたち世にたくひなき姫神 はしけり此神をまつかえと申ける事はす 給ひ るにはのおもにひめ小松を引う てとき のいろをあいし給へはかくは名 け侍るなりかのひめ小松はとし月やう〳〵ふるほとにえたさかへ葉しけりてうらのあらしに
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三
きんするこゑさなからことのしらへをなしきははこゝろもすみわたり侍ける松かえひめこれに をなくさみ木のもとを立さり給はす又とし月のかさなれとも御かたちはいよ〳〵わかやきておとろふるいろはましさす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」２紙
（絵Ⅰ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」３紙
こゝに又津のくにすみよしの里すみよしのうらにまつたかひこのみことゝて御神おけりこの神をまつたかひこと申ける御事松のみとり いろかへぬこすゑは かきえた〳〵のしけりあひたるありさま霜夜にさむき風のをと秋よ ふゆにい れともまつはかはらぬはいろにてかけもつきぬおち葉かす さなるとしになそらへつゝふかく れをめて給へは松たかひことそ申けるそれよ むかしをたつぬれはかたしけなくも天 よりは第七代いさなきのみこと日うか くにたちはなのをとあはき 原にゆき給 きくたりなみをわけ うしほに はふれ給ひけるにうしほの中よりあらは 出て神となり給ふそのゝちすせんさいをへてす に人代にをよひしんむ天わうよりは第十五代しんくうくはうこ と申 とかう い くさい なこの三かんをはたいらけて日ほんこくにしたかへんとおほしめ たちけるときかのあはきか原のなみまよ あらはれ給ひし御神やかて御かたちをあら して くうく
はうまみえ給ひいくさの手たてはこと〳〵く
　　　　　　　　　　　　　　
」４紙
この御神より出たりけりかくてしんくうくはうこうもろこしにおもむき給ふ御とききよくたのふひとなりて思ひのまゝに三かんをせめ いらけ日ほんの地にかへらせ給ふ御とき津のくにゝいたりつきて御神こゝにすみよしとの給ひてあ をたれ給へはすなはちしつめたてまつりつゝふかくまもりやしろをたて住よし 明神とは申すなかくてとし月かさなりつゝれ けんならひましまねはくにた うやまひ とみてうらのはまゆふ てかけ まう る事かきりなし八人のやおとめ五人のかつらお こつねにしやとうに こうして んり をすゝしめたてまつるさつ〳〵のすゝのこゑは らふく風のをとつれてなみ木の松にひ きをそへたう〳〵たるつゝみ らへはきしうつなみに くへつゝいと 宮ゐそにきはひけるしかる かのすみよし うらと申さうかいまん〳〵としてにしにむかひ四こく九こくのすゑ てもたゝめのまへ ちつゝき手にとるはかりにおほえ りされはにや津もりのくになつこのうらのてうはうをみける歌にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」５紙
あさゆふにみれはこそあれ住よしのうらよりをちのあはちしは山
と詠しけるもこの御神 御こゝろをしつかにかんしたてまつる ろ しよりわかてうをうかゝひとらんとする事世々のためしのおほきことをかねてよりしろし
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めされつゝこの日のもとの四方のうみなみもしつかにくにたみもゆたかにすめるまもりの神とならせ給ふそありか き
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
」６紙
（絵Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」７紙
さてかの松たかひこはすみよしのうらに出てまつの木すゑをなかめ給ふ松花 色十かへりみとりのそらにうつろひてそこともしらすあこかれ給ふかうみつらよりふきこすかせのひゝきにこと しらへそ聞えけるあやしくおほしめしみつからき におりたち一えうのふねにさほさし ゝこゑをしるへにたね給ふしき津たか津をうちすきてなにはのみつのはまおもてこ れてゆけは名に おふはりまのくにゝきこえたる松のあらしも高砂やおのへの里にそつ 給ふ はしやす ひきゝ給へはかすかなりけること 音のしらへはこゝそときゝとゝめふねより り立つ かなたこなたをめくり給ふにかしこな けるところに家つくりつ 〳〵しきに はのおもに姫松あまたおひたちつゝいく世へぬらんとおほしくてものふり る木すゑのいろ雲間いりてしけり ゝうらふく風のを つるれえたにひゝきはにふれて玉のをこと しらへをなし第一第二のけんのふるかこ く引かことく第三 四のけんうつかことくあかるかことく第四 五のけんのこゑは又千 せ
　　　　　　　　　　　　　　　
」８紙
いはふ君か代の久しかるへ ためしと 万せいらくやそうすらんく おさまりたみ
やすく五こくみのりてをたやかなる太平らくも聞ゆなりまつたかひこ立とまりつく〳〵ときこしめしこゝろにふかくおもひしめてかへらんことをわすれ給ひ日もやう〳〵にくれはとりあやしきまてにくらかりけれはやかてうちにいらせ給ふにあまた人もなし ゝめしつかふ女わらは一二人のみ侍りて世にやことなき上らうともし火をとらせつゝかへにそむるかけまてもお ひしりたるありさままつた ひこのみこと このよ をみ給ひて心そらにうかれ給ひお ひのやみちをたとりつゝ女のわらはをまねきよせ るの名をた ね給ふにわらはこたへて申やうこともをろかやきこしめしもをよはすや松かえひめ 申てつね はに の松にたはふれときはのいろ あいし 木すゑに ゝくきんのこゑに心をすまし給ふなりこゝ めてたきせ きやう て世のつねの人 とはきたりすむへ ところならすとく〳〵かへり給へといふ松たかひこ きこしめ こ は名にしおふはりまかたまつのあら も かさ
　　　　　　　　　　　　　　
」９紙
こやおのへのさとゝ聞なれはそれかしかこゝろにもところさ おもしろやこ さら又わか心にふかくしめて思ひ侍るは木すゑの とのしらへの ゑうらのあらしにふきをくりて津 くにすみのえの里まて聞え侍れはこゑをしるへ きたりてあり日もすてに暮けれはかへらんみち さたかならすなみ をわくる一えうの舟をはきしにつなき かもふくる夜しほのうなは あまのたく火
四
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もほとゝをしたゝねかはくは一夜のあくるほとやとかし給へとありけれ女のわらはうちにいりてこのよしまつかえひめに申けりあるしきゝ給ひてすみよしときくから このとしころきゝつたへ こゝろにかゝること侍りされ も身つからかわひてすむなるとまやのうち竹の み戸もすさましや きのふへきものもなしあまのかるもをしとねとして一夜をあか 給へ し
さらはこなたへいらせ給へとて
うちにいさなひ
たてまつる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
10紙
（絵Ⅲ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
11紙
まつたかひこは大きによろこひ給ひつゝ るしにかたり給ふやうそれかしは れよりもおしかのつのゝ津のくにや人さへいとゝすみよしのなみ木 松たかひこと申ものにて侍りわれむかしよりこの た まへのまつに心をよせ吹こす風もなひきあ 小えたのみとりときはなるいろ たはふれ侍るなりしかるを住のえのうらは をちよりふきをくる舟のさほにまかせてこのところまてきたりしににはのおもなるひめま 色になかめのつきせすして日 すてにくれ侍り君御 さけ ふかくおはして一夜かり ねのやとかさせ給ふ事こそかへす〳〵もあ かたけれの給へはあるしはきこ めし れはとよ身つからも心を松にたはふれてこのよ 年月こそ
久しけれ君はしろしめさるましこのたかさこのおのへのさとゝ申は神代のいに へよりよのつね 人なとはきたりすむへきところならすさもやこ な せんきやう也みつからかくれてこ ところにすむとはたれかしらまゆみやことなき人〳〵にはみゆるも中〳〵はつかしやけにこ うへに なにをか
　　　　　　　　　　　　　　
」
12紙
はゝかり侍らん君このところにとゝまりてみつからもろともに松 きはの
ふかみとり千代もかはらぬ
ちきりをなして
住なれたまへ
かし
　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
13紙
（絵Ⅳ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
14紙
むかしもろこしにりうしんけん うといふ人ありけり山にいりてくすりをもとめけるにたにゝくたりて水をむ ひ侍りけれはみつのうへにこまといふものゝうかひてみえ侍り又そ あとよりうつくしきさかつきのなかれき りうけんあやしみていかさまにもこ 水上 人里あとおほえたり行てみ やとてなかれに かせてみなかみや に いはまを たひゆく と二十里はかりとおほしくてや ふかく入けれは木すゑのとりのこゑまてもきゝな ぬこゝちしてかたはらをみやりけるにも のはやしのしけりあひて今をさ の花のいろにほひは四方にみち〳〵たり うけん はら
五
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くたちやすらひ思ひもよらぬみやまちにかゝるところもありけるかや木たちさすかものふりてあやしきと のこゑ〳〵にさえ つるまてもめつらかなりこはそ 人けんかいにはよもあらしいかさま日ころをとにきくせんきやうなるへ と思ひゐたりけるおりふしさもう くしき女房二人たにのほとりに立いてゝ水をむすひものをすゝくあ
　　　　　　　　　　　　　　　　
」
15紙
さまなりけるかりうけんを見つけて大きによろこひ君をまつ事久し今よりは此ところにとゝまりて我とふ ふにな給ひなかきいのちをたもち給へとて家いさな 行つゝちきりふかき たらひたくひなくこそきこえけれかくて うけ はさすかふる郷もゆかしくて山 りさとに立かへれはわつかに三年とおほえしかさ には七世のまこありてりうけんたつねあひた けり二たひ山にわけいりてもとのたにみつをもとむれとももゝのはやしは り
けり
　　　　　　　　　　　　　　　　
」
16紙
（絵Ⅴ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
17紙
かゝるためしをきくからにりうけんはもろこしのせんきやうなりおのへはわかて のせんきやうそかし君たゝ人にましまさすみつからうき世の人ならす松にこゝろを けまくもふら ふし さとりをえてたのしみ きはむるなり今よりのちはこのところにとゝまり給ひいもせのち りをむすひつゝたえぬ
なさけをかけ給へとかたり給ふやう〳〵よもふけかたの木すゑのあらしも心してふくやちとりのなくこゑのとをくきこえて はしあれは又 かくこそき え れこれやちとりのなくこゑにしほのみちひ しるといふう の心もた ひなしかたらひよりてをしかものそひねのゆめやあけほのゝよこ雲すてにたなひきけれはまつたかひこはおいきい ゝさゝの一よのかりふしもちきりのすゑは つまてもかはらてとしはつもれたゝた ひくにをはへたつともかよ なれな 君とわ こゝろつかひはとをからし君はめまつをうへ給へわれはお松をうへそへていもせの中のいく久しくちきりはつきぬ世ゝかけてこれを るしにさ めんて二もとの松をうへ松た ひこはすみのえ
　　　　　　　　　　　　　　　
」
18紙
にたちかへりたまひけりそれよりはたすらにあめ雪のふる きもあ しけしきおりから なみち わくる まをふねきりまをつたふ見えかくれ人めをしのふ心ちして夜ことに よひけりかのふうふの御神の手つからうへ給ひけるめまつお松の二もとは年月に かひ おなしほとなるわかみとりえたさかへ葉しけ こすゑは雲に けいりけりかくと 月の久しけれはふうふともに御かたち 老しまし〳〵てかしらに雪をいたゝき給ふ らは木のもとに立よりてよはひをかへすをんかくをなすへとの給ひてにしきのしとねにしき まおのへ 風にふきかへさせねと の えのこゑすみて名もたかさこのうら ひゝけ
六
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ふしとくま野とあつたをは三神せんの山といふこのうちにこもり給ふもろ〳〵のせん人たちわれも〳〵とあつま てをんかくをそうし給へはかいていのうろくつともあまりのかんにた かねていそやなきさにあつまりてちやうもんするこそありかたけれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
19紙
（絵Ⅵ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
20紙
けにもきとくはありあけの月の入さやにしのかたよりしうんそらにたなひき雲の中より吹おろすあらしは松をとつれてふうふの神の身にふるれはたちまちすかたはわかやかにもとの たちとなり給ふむ 住よしの明神はしひめにかよひ給ふみやう んきたり給ふ時はうちの川み をとたかくあさ日山の夜あらしのはけしかりしそしる なるされは明神の御歌に
夜さむきころもやうすきかたそきの行あひのまに霜やをくらん
とふゆの夜をわひ給ひてよみ給ふと聞えしは宇治にはあらてお へのよるのかよひちにふゆの夜はけしきあらしのをとにあかつきをけるかたそき ゆき合のまのしもをわひてかくはえいし へる也つゐにとし月ふるまゝにふうふの神 ひせんとなり天 らせ給ひつゝ か ちきりはそのまゝに松にのこし けり二もとたかひにたち ひていよ〳〵さかへ侍
をくにたみこれをいはひつゝめてたきた
　　　　　　　　　　　　　　　　
」
21紙
めしに引なそらへあひおひのまつとそ名つけゝる古今の序にしるしつゝたかさこすみのえの松もあひおひのやうにとかゝれしはなかくつたはる君が代の さしかるへきためしにはかねてうへさせたまけるあひおひの松 ことゝかや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
22紙
【校異】海住山寺蔵本ー赤木文庫本（赤）【１紙】千とせをたもつー千とせをたつる（赤） 、いけのかめのーいけのみきはにゐる亀の （赤） 、 あらはれてーあらはれては （赤） 、 めてたきーめてたきは （赤） 、 いにしへーいにしへは みほのまつ原はー三ほのまつ原（赤） 、 しかるにーしかる（赤） 、 【２紙】かはれともーかくれとも（赤） 、 りといへとーありといへ共（赤） 、かくは名つけーかく名をつけ（赤） 、 わかやきてーわかやかに（赤） 、 ましさすーましまさす（赤） 、
【４紙】と申ける御事は松のーとそ申けるされは（赤） 、ふゆにーふゆそ（赤） 、かけもつきぬーかけともつきぬ 天神より第七代 天神 は七代 申みかとー申すみかと（赤） 、三かんをはー三かんを（赤） 、しんくうく うまみえー神功くはうこうにま え（赤） 、 【５紙】きよ たのーきよくたいの（赤） 、 の給ひてーの給て（赤） 、しつめたて りーしつめまつり（赤） 、申すなりー申なり（赤） 、とし月かさなりーとしかさなり（赤） 、 ましまね ーましまさねは（赤） 、 ま て るーまふてくる（赤） 、かつらおの ーかくらおのこ（赤） 、 こうしてーしこう申し（赤） 、ひゝきをそへーひゝきそへ（赤） 、 たくへつゝ たゝへつゝ（赤） 、 ゑまてもーすゑまて （赤） 、 【６紙】しつかにかんしてーしつかにあんして（赤） 、世々のためしのおほ ことを たひ〳〵世々にをよひ 事を（赤） 、 【８ おのへの里にそつき給ふ おのへの里こそつけ給ふ（赤） 、 おり立つゝーをり立 うつかこと ーうつるかことく（赤） 、第四第五ー第五 （赤） 、 【９紙】 立とまり 立つ ま ゝ すむへきーすへき （赤） 、【
10紙】ところさへーところからさへ（赤） 、わか心ー我（赤） 、ありけれーありけれ
は（赤） 、 てこのよしま え めに申けりあるしきゝ給ひてすみよ とき らにナシ（赤） 、 きゝつたへてー ゝつたへ（赤） 、 【
12紙】おしかーをしか（赤） 、 なみ木のー
うらのなみ木の（赤） 、吹こす風もー吹こす風に ふきをくるーふきくる（赤） 、
七
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ナシー風にきこゆる琴の音にあくかれ出てこく（赤） 、きたりしにーきたり侍りしに（赤） 、 君御なさけのー君の御なさけの（赤） 、 あるしはーあるし（赤） 、 このよし年月ーこの年月（赤） 、 【
13紙】住なれたまへー住給へ（赤） 、 【
15紙】りうしんけんてうーり
うしんゐんてう （赤） 、 侍りけれはー侍けれは （赤） 、 今をさかりのー今をかきりの （赤） 、りうけんーりうゐん 人けんかいー人けんせかい（赤） 、 【
16紙】りうけんーり
うゐん（赤） 、 【
18紙】りうけんーたうけん（赤） 、ふけかたのーふけかたに（赤） 、ふ
くやちとりのーふくやかもめの（赤） 、 雲すて ー雲すくに 久しくー久し（赤） 、【
19紙】かよひけりーかよひ給ひけり（赤） 、にしきのまくーおなしくまく（赤） 、を
んかくーおんかく なきさにーな に（赤） 、 【
21紙】吹おろすーふきいつる（赤） 、
山の夜あらしー山のあらしの（赤） 、 はけしかりしそーはけしかりし（赤） 、 夜さむき夜や寒き（赤） 、いはひつゝーいはひまつりて（赤）
八
